
 

１
９
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
１
７ 

年 
 

組 
 

番 

氏
名 

大
相
撲
名
古
屋
場
所
は
、
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
横
綱
同
士
の
対
決
を
鶴
竜
が
制
し
て
（
Ａ
）
幕
を
閉

じ
た
。
白
鵬
と
も
ど
も
全
身
を
①
コ
ウ
チ
ョ
ウ
（
紅
潮 

）
さ
せ
て
ぶ
つ
か
っ
た
結
び
の
一
番
は
（
Ｂ
）

見
応
え
十
分
、
手
に
汗
を
握
っ
た
▼
残
念
だ
っ
た
の
は
大
関
、
②
セ
キ
ワ
ケ
（
関
脇 

）
、
小
結
陣

の
ふ
が
い
な
さ
だ
。
と
り
わ
け
（
１
）
大
関
は
４
人
全
員
が
休
場
。
昭
和
以
降
の
相
撲
史
で
初
め
て

と
い
う
異
常
③
ジ
タ
イ
（
事
態 

）
と
な
っ
た
。
星
取
表
に
並
ぶ
「
や
や
や
」
「
●
●
●
」
の
列
に

は
目
を
④
覆
（
お
お
）
い
た
く
な
る
▼
床
屋
や
居
酒
屋
の
⑤
ダ
ン
ギ
（
談
議 

）
で
、
政
界
は
し
ば

し
ば
角
界
に
た
と
え
ら
れ
る
。「
（
２
）
横
綱
自
民
党
。
も
う
大
関
も
小
結
も
い
な
い
ん
で
す
か
ら
」。

今
月
初
め
、
与
野
党
の
党
首
ら
が
出
演
し
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
で
は
、
そ
ん
な
発
言
が
出
た
。
き
の
う

投
開
票
さ
れ
た
参
院
選
で
は
、
自
民
が
綱
の
⑥
カ
ン
ロ
ク
（
貫
禄 

）
を
見
せ
た
▼
と
は
い
え
、
そ

の
自
民
を
率
い
る
安
倍
晋
三
首
相
の
⑦
ガ
イ
ト
ウ
（
街
頭 

）
演
説
で
は
、
野
党
を
（
Ｃ
）
な
じ
る

言
い
回
し
が
（
Ｄ
）
耳
に
つ
い
た
。「
大
う
そ
」「
無
責
任
」「
あ
の
野
党
、
あ
の
時
代
」。
政
権
与
党

は
国
会
で
予
算
委
員
会
の
開
催
を
か
た
く
な
に
⑧
拒
（
こ
ば
）
み
、「
老
後
２
千
万
円
」
の
報
告
書

を
受
け
と
ら
な
い
と
い
う
挙
に
出
た
▼
話
を
相
撲
に
戻
せ
ば
、
全
盛
期
の
双
葉
山
は
常
に
（
３
）
泰

然
自
若
の
構
え
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
大
鵬
の
持
論
は
「
横
綱
と
は
耐
え
る
こ
と
」。
誤
審
騒
動
の
際

に
は
「
あ
ん
な
相
撲
を
取
っ
た
自
分
が
悪
い
」
と
⑨
潔
（
い
さ
ぎ
よ
）
く
受
け
入
れ
た
。
（
４
）
横

綱
自
民
と
重
ね
合
わ
せ
よ
う
に
も
、
残
念
な
が
ら
隔
た
り
は
大
き
い
▼
今
回
の
選
挙
で
は
、「
多
弱
」

野
党
の
⑩
ダ
ン
ゴ
（
団
子 

）
レ
ー
ス
か
ら
、
立
憲
が
頭
一
つ
抜
け
出
し
た
感
が
あ
る
。
た
だ
、
私

見
な
が
ら
そ
の
実
力
は
小
結
あ
た
り
か
。
三
役
が
横
綱
に
挑
み
、
鋭
く
ぶ
つ
か
る
。
そ
ん
な
政
界
大

相
撲
を
見
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
２
０
１
９
年
７
月
２
２
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
１
）
の
４
人
の
大
関
の
「
し
こ
な
」
を
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 

豪
栄
道 

）（ 

高
安 

 

）（ 

栃
ノ
心 

）（ 

貴
景
勝 

） 

問
三 

傍
線
部
（
２
）
の
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
答
え
よ
う
。 

 

〔
答
例
〕（
政
界
は
自
民
１
強
で
、
対
抗
す
る
に
足
る
議
席
を
持
つ
野
党
が
い
な
い
こ
と
。
） 

問
四 

傍
線
部
（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
の
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 
 

（
Ａ
）「
幕
を
閉
じ
る
」（
終
わ
り
に
す
る
。 

 
 

） 

 
 

（
Ｂ
）「
見
応
え
」 

 

（
見
る
だ
け
の
価
値
。 

 
 
 
 

） 

 
 

（
Ｃ
）「
な
じ
る
」 

 

（
相
手
の
過
失
・
欠
点
な
ど
を
問
い
つ
め
て
責
め
る
。 

） 

 
 

（
Ｄ
）「
耳
に
つ
い
た
」（
何
度
も
聞
か
さ
れ
て
聞
く
の
が
い
や
に
な
っ
た
。 

） 

問
五 

傍
線
部
（
３
）
の
読
み
と
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 

（
読
み
）（
た
い
ぜ
ん
じ
じ
ゃ
く
）
意
味
（
落
ち
着
い
て
い
て
物
事
に
動
じ
な
い
さ
ま
。 

） 

問
六 

傍
線
部
（
４
）「
横
綱
自
民
」
の
「
構
え
」
に
は
、
大
相
撲
の
名
横
綱
と
比
べ
る
と
、
次
の

（
ａ
）（
ｂ
）
の
様
子
が
窺
え
る
。
（
ａ
）（
ｂ
）
の
意
味
を
持
つ
四
字
熟
語
を
〔
語
群
〕
か
ら

選
び
、
漢
字
で
答
え
よ
う
。 

（
ａ
）
非
常
に
慌
て
う
ろ
た
え
る
こ
と
→
（ 

周
章
狼
狽 

） 

（
ｂ
）
恐
れ
て
び
く
び
く
し
て
い
る
様
子
→
（ 

戦
々
恐
々 

） 

〔
語
群
〕・
い
っ
き
い
ち
ゆ
う 

・
し
ゅ
う
し
ょ
う
ろ
う
ば
い 

・
せ
ん
せ
ん
き
ょ
う
き
ょ
う 


